
折尾駅東口『仮改札口』は、現在の「トイレ」の位置になると、平成 22 年 9 月発表！！ 
（資料１）
 

＝ 日本最古の立体交差駅、都道府県レベルの文化財級の価値 ＝ 

◆ 折尾のシンボル、『折尾駅舎』を保存活用しよう！！ ◆ 

≪提案≫ 「折尾駅舎の中央部分」を、折尾駅東口『仮改札口』として活用する 

≪現 状≫ 

 ■ 折尾駅舎は、線路高架事業のために平成2１年秋に取り壊し予定だった。（遅延） 

■ 将来、レプリカで再生するために、下記の部材を解体し、保管することになっている。
 

    保管部材：〈内部〉①待合室木製ベンチ ②待合室化粧柱・柱補強飾り 

③待合室格子天井   ④開口部廻りの装飾 

〈外部〉⑤屋根棟飾り 
 
■ 保管場所は「折尾出張所」で、保管するだけのために増築される。 

     
≪折尾駅舎の中央部を保存活用する メリット≫ 

◆ 折尾のシンボル、『折尾駅舎』として保存活用 できる。 

◆ 様々な部材を、現状のまま（本物）で保存活用できる。 
保管部材：①～⑤、 外観：折尾駅舎正面の中央2階建て部分、 

1階：待合室の壁の3面、 2階：駅長室(半分)、事務室 etc. 

◆「部材を保管するための場所・増築費・移転費などが不要（折尾出張所）」になる。 
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